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1 はじめに 

1.1 学習管理システム（ＬＭＳ）について 

 学習管理システム（Learning Management -

System）はＬＭＳと呼ばれ，ネットワークを通じて，

教師と生徒間でデータを共有及び活用するためのＷeb

システムです。生徒はスマートフォン，タブレット及

びパソコン等を使ってサーバへアクセスし，学習を進

めたり，課題を提出したりすることができます。また, 

自身の学習履歴や学習成果を確認するなど，学習管理

をオンライン上で行うことができます。教師は生徒へ

課題，解説，オンラインテストなどの教材コンテンツ

を提供するとともに，生徒の学習履歴，学習成果を確認することができます。その他，フォーラ

ム，Ｗｉｋｉの掲示板を使って，コミュニケーションツールとして活用することができます。学習

管理システムは，全ての教科で，全ての教師と生徒に利用できるように作成しました。教材となる

コンテンツへのアクセスは，登録された者なら，いつでも，どこでも，何度でも行うことができま

す。 

学習管理システムの作成に当たっては，次の点に留意しました。 

〇全ての教科等で利用できる 

〇いつでも，どこでも，何度でも利用できる 

〇安心して，安全に，簡単に利用できる 

Moodle を利用することで次のようなことができます。 

機 能 活 用 方 法 

ページ 教師が資料を作成し，生徒が閲覧する機能 

小テスト 生徒に小テストを出題し解答する機能 

フォーラム 
質問を受け付けたり，ディスカッションをしたりする

機能 

Ｗｉｋｉ 学習した内容をまとめ，共同で記録する機能 

  



3 

 

1.2 Moodle とは 

 Moodle は個に応じた学習を支援する目的で運用される学習管理システム（ＬＭＳ）です。多く

の言語に対応し，オープンソースソフトウェア（ＯＳＳ）であり，無償で使いはじめることができ

るため，広く使われています。 

ＬＭＳというと，遠隔講義やデジタル教材を使って自学自習するもの，また手間暇をかけた立

派なコンテンツが無ければ学習を始めることができないと思われがちです。しかしＬＭＳは生徒へ

の授業の案内，資料の配付のように単純な機

能を使い，従来の対面授業をサポートする目

的で使うこともできます。 

Moodle にはたくさんの機能がありますが，

すべての機能を使う必要はありません。まず

は生徒と教師が無理なく使える機能から使い

始めます。教師と生徒のコミュニケーション

ツールのつもりで気軽に使い始めてくださ

い。 

 

1.3 Moodle の基本機能 

Moodle の基本機能には，次の４点があります。 

① ページ 

ページ機能を使い，教師は資料の提示・

配付を行います。生徒は，提示資料を閲覧

することができ，必要に応じてダウンロー

ドすることができます。 
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② 小テスト 

教師は，Moodle 上で小テストを出題し，生徒

はタブレット等を利用し解答します。 

解答結果を表示することで，誤答した生徒に対

してヒントを提示したり，正答した生徒に対して

関連する情報へのリンクを示したりすることがで

きます。 

 

③ フォーラム 

授業の質問を受け付けたり，生徒同士がディス

カッションをしたりする場として使用することが

できます。 

授業時間外の学習でつまずいている場合には，

教師に質問を投げかけ教えを受けたり，生徒同士

で学びあったりする等，ディスカッションをしな

がら学習をすすめることができます。 

 

④Ｗｉｋｉ 

だれでも自由に書き込むことのできるＷeb ペー

ジのことです。 

共同で使う掲示板のように，みんなで少しずつ

書き込んでいくようなプロジェクトに使えます。 
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2 基本操作 

2.1 ログイン 

 ここでは，『勝工 Moodle』へのログイン方法を説明します。 

『勝工 Moodle』へアクセスする 

『勝工 Moodle』へは以下の QR コードからアクセスすると便利です。 

パソコンで使う場合には❶の方法で，スマートフォン等で使う場合には❷の方法で，『勝工

Moodle』にアクセスしてください。 

❶ＵＲＬを直接入力する 

https://moodle.zushi1122.com/ 

アドレスバーに，上記の URL を入力し，

Enter キーを押します。 

❷ＱＲコードを読み取る 

ログイン ID カードに記載 

されている QR コードを読み 

取り，アクセスしてください。 

『勝工 Moodle』へログインする 

『勝工 Moodle』の Home ページ右上の「ログ

イン」をクリックしてください。 

『勝工 Moodle』ログイン画面が表示されま

す。 

 

 

 

QR コード 
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『勝工 Moodle』ログイン画面からユーザ名とパスワード

を入力し，「ログイン」をクリックしてください。 

 

 

 

 

 

 

ログインに成功すると，「マイコース」画面が表示されます。 

「マイコース」画面には、ログインした教師が担当している授業コースの一覧が表示されます。 
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2.2 コースの追加 

 ここでは，コース(授業ごとのページ)を新しく追加する方法を説明します。 

コース（授業ごとのページ）を新しく追加する 

コースを新しく追加したいコ

ースカテゴリのトップページを

表示します。（ここでは、「各

種資格取得講座」カテゴリの中

に「ネットワークスペシャリス

ト試験対策」を追加する場合を

例に説明します） 

コースカテゴリのトップペー

ジ右上にある「さらに」をクリ

ックして表示されるプルダウン

メニューから「新しくコースを

追加する」を選択します。 

【重要】「さらに」が表示され

ていない場合は、Moodle 管理者に「コース作成者」のロール割り当てをしてもらってください。 
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コースの基本設定をする 

 

項目を適宜設定します。 

設定項目の詳細は以下を参考にしてくだ

さい。 

 

 

 

Ａ：コース名 
 

Ｂ：コース省略名 

コース名入力します。  コース名に対応する省略名です。 

Ｃ：コースカテゴリ Ｄ：コース可視性 

コースの開講学科がカテゴリに分類され表

示されます。※コース名・コース省略名・コ

ースカテゴリは，校内システム管理者が設定

しますので，各教師が変更することはできま

せん。 

コースを生徒に公開するか否かを設定する

ことができます。コース作成時には｢非表示」

に設定されています。「非表示」の場合，教

師はコースを見ることができますが，生徒は

コースを見ることができません。コースの編

集が完了したら，「表示」に変更して生徒に

公開してください。 

Ｅ：開講日，コース終了日 
 

Ｆ：コースＩＤナンバー 

コースのセクションの開始日，終了日をい

つにするかを設定することができます。開始

日に１回目の講義の日付を設定するとよいで

しょう。 

 コースに生徒を自動で登録する場合に用い

ます。※校内システム管理者が設定します。 

 

 

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 
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コースの説明を入力する 

 

項目を適宜設定します。

設定項目の詳細は以下を参

考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

Ａ：コース概要 
 

Ｂ：コース概要ファイル 

コースについての説明を記載することがで

きます。コース概要は，コース一覧に表示さ

れます。また，コースを検索する際，コース

名に加えて，このコース概要も検索対象とな

ります。 

 コースのイメージ画像を追加することがで

きます。コース概要ファイルは，コースを検

索する際，コース一覧に表示されます。 

 

 

 

 

 

 

  



10 

 

2.3 コースの表示・機能仕様の変更 

 ここでは，すでに存在するコース(授業ごとのページ)のレイアウトや授業内容・活動等を変更す

る方法を説明します。 

コース（授業ごとのページ）を表示する 

「マイコース」画面から表示した

いコースをクリックすると，そのコ

ースのページ先頭部分が表示されま

す。（ここでは、「ハードウェア技

術①」を選択した場合を示します） 
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編集モードへの切り替え 

コースのレイアウトや授業内容・活動等を編集する場合は，事前に編集モードに切り替える必要

があります。編集モードに切り替える場合は、画面右上の「編集モード」をクリックしてくださ

い。編集モード時のアイコンについては，下図の説明を確認してください。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

通常モード時 編集モード時 

*1 
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コースの設定内容を変更する 

 

コースを表示し，「管理メニュー」の「設定」をクリッ

クします。 

 

 

 

「コース設定を編集する」ページが表示されます。一部

の設定項目が折りたたまれた状態になっているので，画

面右上の「すべてを展開する」をクリックします。 
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コースの基本設定を変更する 

 

項目を適宜設定します。 

設定項目の詳細は以下を参考にしてくだ

さい。 

 

 

 

Ａ：コース名 
 

Ｂ：コース省略名 

コース名入力します。  コース名に対応する省略名です。 

Ｃ：コースカテゴリ Ｄ：コース可視性 

コースの開講学科がカテゴリに分類され表

示されます。※コース名・コース省略名・コ

ースカテゴリは，校内システム管理者が設定

しますので，各教師が変更することはできま

せん。 

コースを生徒に公開するか否かを設定する

ことができます。コース作成時には｢非表示」

に設定されています。「非表示」の場合，教

師はコースを見ることができますが，生徒は

コースを見ることができません。コースの編

集が完了したら，「表示」に変更して生徒に

公開してください。 

Ｅ：開講日，コース終了日 
 

Ｆ：コースＩＤナンバー 

コースのセクションの開始日，終了日をい

つにするかを設定することができます。開始

日に１回目の講義の日付を設定するとよいで

しょう。 

 コースに生徒を自動で登録する場合に用い

ます。※校内システム管理者が設定します。 

 

 

Ａ 
Ｂ 
Ｃ 

Ｄ 

Ｅ 

Ｆ 
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コースの説明を変更する 

 

項目を適宜設定します。

設定項目の詳細は以下を参

考にしてください。 

 

 

 

 

 

 

Ａ：コース概要 
 

Ｂ：コース概要ファイル 

コースについての説明を記載することがで

きます。コース概要は，コース一覧に表示さ

れます。また，コースを検索する際，コース

名に加えて，このコース概要も検索対象とな

ります。 

 コースのイメージ画像を追加することがで

きます。コース概要ファイルは，コースを検

索する際，コース一覧に表示されます。 
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3 リソース（教材や資料）の追加 

3.1 コースの設定 

 授業の資料を生徒にオンラインで提供するには，「リソース」としてコース内Ｗeb ページ，他の

Ｗeb サイトへのリンクを作成もしくは，パワーポイントやＰＤＦなどのファイルをアップロードし

ます。 

リソースの種類 

リソースには様々な種類がありますが，本システムの Moodle では，以下のリソースが主に使わ

れています。 

ファイル 
 

ページ 

「ファイル」を選択する

と，コースの中にファイルを

アップロードすることができ

ます。 

 「ページ」を選択すると,文

字・音声・画像・動画やリン

ク等を使って，HTML ベース

のページを作成することがで

きます。 

リソースを追加する 

 

リソースを追加する際は編集モードに切り替えて作業します。

編集モードに切り替えるには，画面右上の「編集モード」をクリ

ックしてください。 
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リソースを追加したいセクション

にある「活動またはリソースを追加

する」をクリックします。 

 

 

3.2 ファイル 

 「ファイル」を選択すると，コースの中にファイルをアップロードすることができます。 

ファイルを追加する 

 

リソースを追加したいセクションにある「活動またはリソ

ースを追加する」から「ファイル」をクリックします。 

 

 

 

 

「一般」枠の必須事項「名称」と任意で

｢説明｣を入力します。コースに説明を表示

する場合は，「コースページに説明を表示

する」にチェックを入れます。 
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アップロードしたいファイルを矢印 A

で示したエリアにドラッグ＆ドロップし

て追加します。 

 

 

 

 

矢印 A で示したエリアにアップロード

したいファイルが表示されたら画面の一

番下にある「保存してコースに戻る」を

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

Ａ 
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アップロードしたファイル名と説明文が表示されます、 

 

 

 

 

 

「ファイル名」をクリックする

とアップロードしたファイルが表

示されます。 
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3.3 ページ 

 「ページ」を選択すると，独立したＷeb ページを作成することができます。ページモジュール*1

を使用する利点は，スマートフォンやタブレット等で手軽に作成及び編集が可能な点です。 

ページを追加する 

 

リソースを追加したいセクションにある「活動ま

たはリソースを追加する」から「ページ」をクリッ

クします。 

 

 

 

 

 

「一般」枠の必須事項「名称」と任意で

「説明」を入力します。コースに説明を表

示する場合は，「コースページに説明を表

示する」にチェックを入れます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

*1 ページモジュールは，教材コンテンツを作成，編集する機能です。 
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「コンテンツ」枠の｢ページコンテン

ツ」に、ページの内容を入力します。 

画像イメージは、コピー元資料からコ

ピー＆ペーストで入力します。 

「保存してコースに戻る」をクリック

します。 

 

なお、画像イメージの拡大・縮小の調整

をしたい場合は、以下の手順で行いま

す。 

（１）①「画像イメージ」→②「イメー

ジを挿入または編集する」の順でクリッ

クすると「イメージ属性」画面が表示さ

れます。 

（２）「イメージ属性」画面のサイズ

指定欄に適切な数値を入力し、「イメ

ージを保存する」をクリックします。

“自動サイズ”を有効にすると、縦・

横のいずれかを入力するだけで拡大・

縮小の調整前の縦・横の比率で処理し

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

② 

①  
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作成した｢ページ｣を

クリックするとページ

が表示されます。 
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4 活動の追加 

4.1 活動の追加 

 「活動」とは生徒がコースの中で何らかの学習行動をとるものです。例えば，フォーラムに参加

することやＷｉｋｉに書き込むことなど，何らかの行動を求めるものです。 

活動の種類 

活動には様々な種類があります。本システムの Moodle では以下の活動が主に使われています。 

フォーラム 
 

Ｗｉｋｉ 

生徒への連絡やディスカッ

ションのためのフォーラムと

いう機能があります。生徒の

投稿に点数をつけることで評

価に含めることもできます。フォーラムへの

投稿は電子メールにも通知されます。 

 Ｗｉｋｉ(ウィキ)はだれでも

自由に書き込むことのできる

Ｗeb ページのことです。共同

で使う黒板のように，みんな

で少しずつ書き込んでいくようなプロジェク

トに使えます。 

活動を追加する 

 

活動を追加する際は編集モードに切り替えて作業します。編

集モードに切り替えるには，コース右上の「編集モードの開

始」をクリックします。 

 

 

活動を追加したいセクションに

ある「活動またはリソースを追加

する」をクリックします。 
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4.2 フォーラム 

 フォーラムは，教師及び生徒同士のディスカッションの場です。 

※コース上に初期状態で作成されているアナウンスメントは，教師から一方向的に発信するフォー

ラムです。 

フォーラムを作成する 

 

フォーラムを追加したいセクションの「活

動またはリソースを追加する」から「フォー

ラム」をクリックします。 

 

 

 

 

 

「一般」枠の必須事項「フォーラム

名」と任意で「説明」を入力します。

コースに説明を表示する場合は，「コ

ースページに説明を表示する」にチェ

ックを入れます。必要に応じてフォー

ラムタイプを選択します。１つのトピ

ックについて生徒全員が投稿するなら

「トピック１件のシンプルなディスカ

ッション」を，レポートのピアレビュ

ーなどのために生徒全員が個別のトピ

ックを作成するなら「各人が１件のディスカッションを投稿する」を選択します。 
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生徒の投稿に点数をつける場合は，

「評価」枠の「総計タイプ」を設定し

ます。ここが「評価なし」になってい

るとそのフォーラムは評価の対象には

なりません。生徒がこのフォーラム内

での投稿に対して獲得した評価の平

均，数，最大，最低，合計のどれをそ

の生徒の評価とみなすかを設定しま

す。 

「保存してコースに戻る」をクリックします。 

 

4.3 Ｗｉｋｉ 

 Ｗｉｋｉはだれでも自由に書き込むことのできるＷeb ページのことです。共同で使う掲示板のよ

うに，みんなで少しずつ書き込んでいくようなプロジェクトに使えます。 

Ｗｉｋｉを作成する 

 

Ｗｉｋｉを追加したいセクションの「活動

またはリソースを追加する」から「Ｗｉｋ

ｉ」をクリックします。 
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「一般」枠の必須事項「Ｗｉｋｉ

名」と「先頭ページ名」を、任意で

「説明」を入力します。コースに説明

を表示する場合は，「コースページに

説明を表示する」にチェックを入れま

す。 
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5 小テストの追加 

 「小テスト」は，『勝工 Moodle』上で生徒に問題を出題し，解答させることができる機能で

す。授業の内容を理解しているかの確認や，授業を欠席して小テストを受けられなかった生徒も小

テストを受けることができます。 

 『勝工 Moodle』では「◯／×問題」「記述問題」など様々な形式の問題を作成することができ

ます。生徒には複数の問題からなる「小テスト」として提示されます。小テストを作成するために

は，小テストの受験可能な回数や日時の設定，小テストに含める個別の問題の作成や編集，小テス

トに含める問題の選択，という３種類の作業を行います。 

問題の種類 

作成できる問題には様々な形式がありますが，基礎的・基本的な知識の習得を目指すためには，

以下の５つが有効だと考えます。 

多肢選択問題 
複数の選択肢から正解を選択する問題です。さらに，解答が１つの場合

の「単一解答問題」と，複数ある場合の「複数解答問に分かれます。 

〇／×問題 
2 つの選択肢「○」および「×」のみ持ったシンプルな形の多肢選択問題

です。 

記述問題 
単語やフレーズを解答させる問題です。複数の正解がある場合でも，そ

れぞれの答えに対して，０～１００％までの異なる評点を与えることがで

きます。 

数値問題 
単位を使って数値で解答することができます。また、さまざまな解答モ

デルに対して許容範囲を設定して評定することができます。 

ミッシングワ

ード選択問題 

プルダウンメニューを使って問題テキスト内の足りない言葉を埋めま

す。 
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「小テスト」と「問題」の違い 

小テストは問題の集合です。

また作成した問題は問題バンク

に蓄積され，他の小テストに再

利用することができます。さら

に問題バンクはカテゴリに分割

することができ，カテゴリ内の

問題をランダム出題する小テス

トを作ることもできます。 

 

小テストの作成手順 

小テストを作成するには，次の４つの手順を踏みます。各手順の詳細な操作手順は次頁以降を参

考にしてください。 

 

手順１ 

問題カテゴリを作成します。 

 

 

 

手順２ 

問題カテゴリに問題を作成します。 

 

 

 

ランダム 
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手順３ 

小テストの名称や期間などを設定しま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順４ 

小テストに問題を追加します。 

「 
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5.1 問題カテゴリの作成 

 小テストを作成する以下の４つの手順のうち，ここでは「問題カテゴリを作成する」を説明しま

す。 

（１）問題カテゴリを作成する （２）問題カテゴリに問題を作成する 

（３）小テストの名称や期間などを設定する （４）小テストに問題を追加する 

問題カテゴリを作成する 

 

小テストを作成するコー

スカテゴリをクリックし

ます。 

 

 

「さらに」をクリックし

て表示されるプルダウン

メニューから「問題バン

ク」を選択します。 

 

 

 

プルダウンメニューか

ら「カテゴリ」を選択し

ます。 
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［手順①］ 

「カテゴリを追加する」

をクリックします。 

 

 

 

 

［手順②］ 

親になるカテゴリを選

択し,｢名称｣にカテゴリの

名称を入力します。 

必要に応じてカテゴリ

情報を入力し，「カテゴ

リを追加する」をクリッ

クします。 

 

 

［手順③］ 

カテゴリが追加された

ことを確認します。 

 

 

 

 

カテゴリ構成に応じて上記の［手順①］～［手順③］を繰り返す。 
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［手順①］ 

「カテゴリを追加する」

をクリックします。 

 

 

 

 

［手順②］ 

親になるカテゴリを選

択し,｢名称｣にカテゴリの

名称を入力します。 

必要に応じてカテゴリ

情報を入力し，「カテゴ

リを追加する」をクリッ

クします。 

 

 

［手順③］ 

カテゴリが追加された

ことを確認します。 
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① 

④ 

② 

③ 

⑤ 

5.2 問題の作成 

 小テストを作成する以下の４つの手順のうち，ここでは「問題カテゴリに問題を作成する」を説

明します。 

（１）問題カテゴリを作成する （２）問題カテゴリに問題を作成する 

（３）小テストの名称や期間などを設定する （４）小テストに問題を追加する 

問題カテゴリに問題を作成する 

 

① 小テストを作成する

コースカテゴリをク

リックします。 

 

 

② 「さらに」をクリッ

クして表示されるプ

ルダウンメニューか

ら「問題バンク」を

選択します。 

 

 

③ プルダウンメニュー

から「問題」を選択

します。 

④ 小テストを作成する

問題カテゴリをプル

ダウンメニューから

選択します。 

 

⑤「新しい問題を作成する」をクリックします。 
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希望の問題のタイプを選択し，「追加」をクリ

ックします。（今回は「ミッシングワード選択」

が選択された場合を例に説明します） 

 

 

 

 

 

 

「問題名」にこの

問題の名称を入力し

ます。 

※問題の名称は生徒

には見えませんが，

教師が多数の問題の

中から，該当の問題

を選択する際に使う

ので，一目で分かる

適切な名前をつけて

ください。 

「問題テキスト」

に問題の文章を入力

します。 

選択肢は、「問題

テキスト」の[[1]]～

[[n]]に当てはまる答

えを、それぞれ選択

肢[[1]]～[[n]]に入力

します。 

「変更を保存する」

をクリックします。 
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問題バンクが表示さ

れ、登録内容が確認

できます。 

 

 

「編集」クリックし

て表示されるプルダ

ウンメニューから

「プレビュー」を選

択すると小テストの

動作確認ができま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

小テストの解答をし

たあと、「送信して

終了する」をクリッ

クします。 

次頁に示すように、実際に生徒が小テストを実施したときと全く同じ内容でテスト採点結果が表示

されます。この表示内容を事前チェックすることにより、生徒が小テストを実施しても問題ないか

の確認をすることができます。 
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5.3 小テストの作成 

 小テストを作成する以下の４つの手順のうち，ここでは「小テストの名称や期間などを設定す

る」を説明します。 

（１）問題カテゴリを作成する （２）問題カテゴリに問題を作成する 

（３）小テストの名称や期間などを設定する （４）小テストに問題を追加する 

小テストを作成し名称や期間等を設定する 

小テストを作成・追加するコースページに小テストのセクションがない場合は、小テストのセクシ

ョンを最初に追加します。 

「編集モード」すると表示

される「:」をクリックして

表示されるプルダウンメニ

ューから「トピックを編集

する」を選択します。 

 

 

 

 

 

 

「セクション名」を入力し

て、「変更を保存する」を

クリックします。 
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小テストを追加したいセクション

の「活動またはリソースを追加す

る」から「小テスト」をクリックします。 

 

 

 

 

 

ここでは，小テストの作成について全

体の流れを見ていきます。詳細について

は，次ページ以降を確認してください。

「一般」枠の「名称｣に小テストのタイ

トルを，「説明」に小テストの説明を入

力します。「タイミング」枠で小テスト

の公開期間を，「評点」枠で受験可能回

数などの設定をします。その他の項目も

適宜選択します。 

 

 

 

「保存してコースに戻る」をクリック

します。 
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小テストの名称を設定する 

 

項目を適宜設定します。 

 設定項目の詳細は以下を参考にし

てください。 

 

 

 

コースページ内には以下の C1 ように表示されます。 

 

 

 

 

 

 

Ａ：名称 
 

Ｂ：説明 

授業ページに表示される小テスト名を入力

します。 

 小テストの要約を入力します。 

Ｃ：コースページに説明を表示する 
  

コースページに説明を表示するか否かを指

定します。このオプションを有効にした場合,

上記「説明」欄の説明文が（上図の C1 のよ

うに）コースページ内の活動／リソースのリ

ンクの下に表示されます。 

  

 

 

Ａ 

Ｂ 

Ｃ1 

Ｃ 
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小テストの期間や時間を設定する 

 

 項目を適宜設定します。 

設定項目の詳細は以下を参考に

してください。 

 

 

Ａ：小テスト受験可能期間の開始日時 
 

Ｂ：小テスト受験可能期間の終了日時 

小テストの受験可能期間の開始日時を設定

します。｢Yes｣のチェックボックスのチェッ

クを入れると，日時が設定可能になります。

ここで設定した日時を過ぎると小テストが公

開されます。 

 小テストの受験可能期間の終了日時を設定

します。｢Yes｣のチェックボックスのチェッ

クを入れると，日時が設定可能になります。

ここで設定した日時を過ぎると小テストが非

公開になります｡ 

Ｃ：制限時間 
 

Ｄ：制限時間を経過した場合 

小テストの制限時間を設定します。｢Yes｣

のチェックボックスにチェックを入れると，

制限時間が設定可能になります。 

 制限時間を経過した場合の対応で，「開い

ている受験は自動的に送信されます」を選択

した場合，制限時間に達した時点で，解答が

どの程度入力されているかにかかわらず小テ

ストは強制的に送信（提出）されます。 

Ｅ：送信猶予期間 
 

 

制限時間を経過した場合の対応で，「開い

ている受験を送信できる場合は猶予期間を設

けますが，問題には解答できません」を選択

した場合，送信（提出）までの猶予期間を設

定します。 

  

 

 

  

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 

D 

E 
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小テストを出題する方法を設定する 

 

 

項目を適宜設定します。 

設定項目の詳細は以下を参考にしてくださ

い。 

 

 

 

 

Ａ：受験可能回数 
 

Ｂ：問題内部をシャッフルする 

生徒が受験できる回数を指定します。デフ

ォルトは「無制限」です。 

 

 「Yes」を選択すると，設問の選択肢の並

び順がシャッフルされます。 

Ｃ：問題動作 
  

生徒がそれぞれの問題で答えを入力した後,

結果が表示される前に，小テストの解答すべ

てを送信してもらいたい場合には，「遅延フ

ィードバック」モードを使用します。結果を

与えても正解できない場合には，難易度の低

い次の問題に挑戦できるよう「複数受験イン

タラクティブ」モードを使用します。 

  

 

 

  

Ａ 

Ｂ 

Ｃ 
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5.4 問題の追加 

小テストを作成する以下の４つの手順のうち，ここでは「小テストに問題を追加する」を説明し

ます。 

（１）問題カテゴリを作成する （２）問題カテゴリに問題を作成する 

（３）小テストの名称や期間などを設定する （４）小テストに問題を追加する 

小テストに問題を追加する 

 

 

問題を追加したい「小テス

ト」をクリックします。 

（ここでは、「コンピュータシ

ステムと情報システム」を例に

説明します。） 

 

 

 

 

 

 

「問題を追加する」をクリック

します。 
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 「追加」をクリックすると表

示されるプルダウンメニューか

ら「問題バンクから」を選択し

ます。 

 

 

追加したい問題が入っている

問題バンクカテゴリを選択しま

す。（ここでは、「1-1．コン

ピュータシステムと情報システ

ム」を例に説明します。） 

 

 

 

小テストに追加したい問題横

のチェックボックスにチェッ

クを入れ，「選択した問題を

小テストに追加する」をクリ

ックします 
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「評点」および「最大評点」

を設定します。「評点」には

各問題の点数，「最大評点」

には小テストの合計点を入力

し｢保存｣をクリックします。 

問題をシャッフルで出題し

たい場合は、シャッフルにチ

ェックを入れます。 

 

「管理メニュー」の「小テス

ト」をクリックし、画面更新

させます。 

 

「小テストをプレビューす

る」をクリックすると実際に

問題を解くことができるの

で，問題に不備がないか確認

します。 
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